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「御遺族と文部科学省，大阪教育大学及び附属池田小学校との合意書締結」合意書の別紙より 

 

事件の概要 

 大阪教育大学教育学部附属池田小学校に出刃包丁を持った男１名（宅間 守被告人）が、平成１

３年６月８日（金）の２時間目の授業が終わりに近づいた午前１０時過ぎころ、自動車専用門から

校内に侵入し、校舎１階にある第２学年と第１学年の教室等において、児童や教員２３名を殺傷し

た。 【犠牲者】  ８名［１年男子児童１名 ２年女子児童７名］ 

   【負傷者】１５名［児童１３名（男子５名 女子８名） 教員２名］ 

事件の経過 

 平成１３年６月８日午前１０時過ぎころ、犯人は自動車で附属池田小学校南側正門前に至ったが、

同所の門が閉まっていたことから、そのまま通り過ぎ、同所から離れた自動車専用門に至り、開い

ていた同小学校専用門の前に自動車を止め、出刃包丁及び文化包丁の入った緑色ビニール袋を持っ

て、同専用門から同小学校敷地内に立ち入った。  

 

 ２年南組の担任教員は、体育館の横で、犯人とすれ違い軽く会釈をしたが、犯人は会釈を返さな

かったので、保護者でもなく教職員でもないと思ったにもかかわらず、何らかの雰囲気を察して振

り返るなど、犯人の行く先を確認せず、不審者という認識を抱けなかった。 

 犯人は、１０時１０分過ぎころ、２年南組テラス側出入口から担任教員不在の２年南組教室内に

入り、出刃包丁で５名の児童を突き刺し死に至らしめた。 

  

 犯人は２年南組の教室テラス側出入口からテラスに出て東に隣接する２年西組の教室に向かい、

１０時１５分ころテラス側出入口から同教室に入った。 

 当時２年西組では、児童全員前を向いて座り、担任教員は犯人の侵入方向に向いて教卓の席に着

いていた。 

 犯人は教室に侵入する際大きな物音をたてたが、２年西組の担任教員は気付かなかった。 犯人

は侵入したと同時に、３名の児童を次々と突き刺し、うち１名を死に至らしめた。 

 犯人に気付いた、２年西組の担任教員は、悲鳴をあげ、校内放送を用いて誰かに知らせようとし

たが、利用を停止した。その後、同教員は、犯人が児童に向かって包丁を突き刺すのを見たが、児

童の避難誘導をせず、警察へ通報するため廊下側前のドアから出て事務室に向かって廊下を走った。 

 

 途中、同教員は、廊下で倒れて苦しんでいる児童（この２年南組児童は他の教員がかかわるまで

約６分間放置の状態であり、その後死亡した。）を見たが、そのまま事務室に飛び込み、１０時１

８分（警察より確認済み）、１１０番に通報した。 

 同教員は、事務室にて１１０番に通報した際、警察に事件の詳細を聞かれ、対応に時間がかかっ

た（約８分間）。そのため、警察からの救急車の依頼が遅くなり、警察が、救急車を要請したのは、

通報を始めてから５分後であった。 

 

 同教員不在の間に、犯人は逃げる児童を追い回し、教室内、出入口付近、廊下で５名の児童を突

き刺し又は切り付け、うち１名の児童を死に至らしめた。 
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 次いで、犯人は、２年西組教室後方廊下側出入口から廊下に出て、東隣にある２年東組に向かい、

１０時１５分過ぎころ、２年東組廊下側出入口から教室内に入り、児童２名を出刃包丁で突き刺し

又は切り付けた。 

 犯人は、教室内で状況を見た２年東組の担任教員から椅子を持って追い掛けられたことから、テ

ラス側出入口に向かって逃げたが、その途中で教室後方にいた児童１名と、さらに同出入口付近で

別の児童１名を突き刺した。 

 

 犯人は、教室テラス側出入口からテラスに出たところ、通り掛かった１年南組の担任教員にタッ

クルされ、取り押さえられそうになったことから、同教員を殺害しようと考え、出刃包丁で突き刺

した。 

 その際、犯人は２年東組の担任教員から椅子を投げ付けられたものの、これを意に介さず、テラ

ス上にいた児童を見付けて、その児童らを西方向に追い掛け、１０時２０分ころ、犯人は、１年南

組教室内に児童の姿を認め、同教室テラス側出入口から同教室内に入った。 

 それまでの間、３名の教員が１年南組の横を通過したにもかかわらず、１年南組にいた児童に危

険を知らせ、避難するように声かけできておらず、避難誘導が行われなかった。 

 犯人は、１年南組教室テラス側出入口から担任教員不在の１年南組教室内に入り、出刃包丁で３

名の児童を突き刺し又は切り付け、うち１名を死に至らしめた。さらに、別の児童１名を同教室テ

ラス側前方に追い詰め出刃包丁で突き刺した際、駆けつけた２年南組の担任教員に背後から出刃包

丁を持っている右腕をつかまれたが、同教員目掛けて出刃包丁で切り付け、引き続き、出刃包丁を

左手に持ち替え、倒れている同児童を突き刺した。 

 

 犯人は、１０時２０分ころ、２年南組の担任教員及び副校長によって殺人未遂の現行犯人として

逮捕され、間もなく、現場に到着した警察官に引き渡された。 

 

 犯人を取り押さえてから犯人確保までの間、学校全体としての状況把握と組織的な対処行動がで

きなかった。死亡した８名の児童は即死ではなく、救命活動の遅れが死因に直結する失血死である。

児童に対する組織的な避難誘導、救命活動、搬送処置が行えず、被害を最小限にくい止めることが

できなかった。 

 

 負傷児童の氏名、場所、人数、負傷の程度の確認など、学校全体としての状況把握ができず、救

急車に付き添うよう申し出た教員もいたが、管理職や教務主任は、混乱の中で事件の全容をつかめ

ず、２０分前後も放置され既に致死的な状態になっている負傷児童の搬送に、ほとんどの教員が付

き添うことができず、また、保護者への児童の搬送先病院の連絡が大きく遅れてしまった。 

 

 そのため、事件直後、ある死亡児童の保護者は早い段階で来校したにもかかわらず、学校内で負

傷していた児童に会うことができず、自力で探し回った病院で既に死亡した我が子と対面すること

となった。また、事件後において、学校からの説明や弔問が遅れ、教員の心ない表現、発言、行動

が遺族の心を大きく傷つけた。 
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